
徳島県景観形成指針の概要

１ 本県の景観形成の方針

本県の大らかな自然と、地形や気象に合わせて長い時間をかけて積み上げられて■ はじめに
きた歴史や風土と、現代的な暮らし方や問題とを 「人間らしく豊かに暮らせる環、
境 「自分たちの地域に愛着と誇りの持てる美しい環境」という視点で紡ぎ合わせ、」
時代を超えた良好な景観をつくっていくための指針です。

徳島県の 豊かな海 青い川 ふるさとの山■
景観特性

実りある田園 歴史的文化的街並み 市街地

■ 徳島の大らかな自然を守り、活かす■ 景観形成の
基本的考え方 大らかな自然の保全

まちの中にある自然を活かす
■ 徳島の歴史と文化の特性を活かす
まちの歴史を活かす
産業文化を活かす
社寺の文化を活かす

■ 美しい景観への感性を育てる
景観が感性を育てる
美しい生活から美しい街へ

徳島県の 大らかな自然を活かした景観づくり■ ■
「環境の保全・創造」と「社会・経済の発展」による持続可能な社会づくり。景観づくり
「日本風景街道」や「とるぱ」の活用。
豊かな海の景観づくり■
漁村を形成した生活システムの把握と漁村景観の保全。
青い川の景観づくり■
「多自然川づくり」による生物の生息・生育・繁殖環境の保全・創出。
ふるさとの山の景観づくり■
緑の山腹や山の稜線の保全による農山村集落とその背後の山々の景観の保全。
実りある田園の景観づくり■
農地と用水路・畔道・里山・集落などが一体となった田園の魅力。
歴史的文化的街並みの景観づくり■
社寺の景観と、大らかな自然とが一体となった四国遍路の文化
「ＬＥＤバレイ構想」の取り組みによる、本県の新しい産業景観の創出。
市街地の景観づくり■
土地利用計画や商店街活性化の施策による「都市を楽しむ人々の姿」の復活。
市街地の水辺や緑の活用。
住宅地の景観づくり■
景観の一部を構成する住宅の外観の持つ公共性への認識。






